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【研究目的】
千葉商科大学政策情報学部の学生と教員の円滑なコミュニケーションの一助となる機構を構築することで、学生がより良い大学生活を送ることを目的とする。
【期待される効果】
本研究で構築する機構により、学生の要望と教員の事情の双方を考慮した上で学生が教員に接触しやすい環境を作り、より円滑なコミュニケーションを取ることが可能となる。
【研究概要】
現在、学内で学生が教員に直接会いに行くという状況において、学生が教員の居場所や予定を知る確実な手段が少なく、学生から会いに行くことが難しい。現状の手段は在室ランプを確認することとオフィスアワーを利用することであるが、在室ランプは教員によって使い方が様々であり確実な方法とはならず、オフィスアワーは利用している学生が少ないという実態が、実施したアンケート結果から判明した。また、その教員が学内のどこにいるのか、授業中であるのかなど、学生にとっては情報が圧倒的に少なく、用事があっても会いに行くことを躊躇する、行っても用事を済ませられなかったなど、現状の改善を望む声も明らかになった。大学の教員は教育や研究、学務など様々な業務をこなしており、個人的に学生に割ける時間は限られている。一方学生は課題の質問や相談など、突如教員を必要とする場面がある。教員の事情と学生の要望の双方を取り持ち、学生がより教員に接触しやすい環境を実現する仕組みを提案し、現状の改善へと繋げる。今後は、引き続き学生の要望を調査、分析し、教員からも話を聞くことで現状の課題を網羅していく。この課題に基づいて、学生と教員の円滑なコミュニケーションを支援する機構を構築する。更に、本機構を用いた実運用実験により評価を行う。
